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第３版　建築火災安全工学入門

ひとりで学べる木造の壁量設計演習帳
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及び同解説2020年版

ひとりで学べるRC造建築物の構造計算演習帳
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性能評価を踏まえた超高層建築物の構造設計実務
─超高層・免震建築物の構造設計者が実際に行ってきた検討と
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4,180円（税込）

ISBN978-4-88910-182-9

発行：
日本建築センター

2020年2月 

ひとりで学べる中層木造建築（ラーメン構造
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飛散防止処理技術指針・同解説　2018
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●改訂の概要
膜構造の建築物及びテント倉庫建築物については、平成 12 年に、

膜構造の建築物及びテント倉庫建築物に関する技術的基準（平成
14 年国土交通省告示第 666 号及び第 667 号）が制定され、間もな
くして「膜構造の建築物・膜材料等の技術基準及び同解説」を平成
15 年に発刊した。

その後、鉛直部材脚部の滑節構造及び可動式膜面に関する規定
の追加、構造計算方法の追加、仮設建築物に対する緩和規定の追
加、膜構造の建築物に適用できる膜構造用フィルムの追加等、設計
の自由度を拡大する告示改正が平成 19 年から数次にわたって行わ
れた。今般の改訂では、これら改正告示の趣旨を解説し、今日まで
の告示の改正点に関する解説を追加するとともに、より理解しや
すく、実務に役立つものとなるよう内容の充実を図った。

全国の書店で取扱い・販売予定
日本建築センター ）でも販売予定

お問い合わせ： 一般財団法人日本建築センター 情報事業部
東京都千代田区神田錦町

膜膜構構造造のの建建築築物物・・膜膜材材料料等等のの
技技術術基基準準及及びび同同解解説説 年年版版

発 行 一般財団法人日本建築センター
監 修 国土交通省国土技術政策総合研究所

国立研究開発法人建築研究所
編 集 膜構造の建築物・膜材料等の技術基準及

び同解説 改訂編集委員会
定 価 5,000 円+税
体 裁 A4 判 290 頁
発 行 日 令和 2 年 1 月 31 日
I S B N 978-4-88910-180-5
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ISBN978-4-88910-167-6

発行：
日本建築センター

2009年12月

住宅
品確法 - 住宅性能表示制度- 技術基準解説及びマニュアル ■既存住宅■

日本住宅性能表示基準・評価方法
基準技術解説    －既存住宅・個別性能－
2,090円（税込）

建設住宅性能評価解説
－既存住宅・現況検査－
　　　12,650円（税込）　

新刊 ２０２０年 2月刊行

●本書の特徴
本書は、大断面集成材ラーメン構造（３階建て事務所ビルの中層

の木造建築）をモデルにして、解説を読み、演習問題に取り組んで
いただくことで、中層大規模木造建築物の構造計算に必要な基礎
知識を確認しながら身につけていくことができます。
本書のシリーズは、構造計算の手順を手計算しながら習得でき

る「自学･自習」の教科書という意味から『ひとりで学べる演習帳』
と名付けました。

●本書を使っていただきたい方
・Ｓ造やＲＣ造の構造設計を行っており、今後、中大規模の木造建
築物も勉強したいと考えている方。

・木造住宅の許容応力度計算をしたことがあり、今後、中大規模の
木造建築も勉強したいと考えている方。

・木造建築物の構造計算に関心がある方。
・高校や大学で建築分野の学科を専攻している方や、木造建築物の
耐震性能について勉強したい方。

全国の書店で取扱い・販売
日本建築センター (https://www.bcj.or.jp）でも販売
お問い合わせ： 一般財団法人日本建築センター 情報事業部

東京都千代田区神田錦町 1-9 TEL 03-5283-0478

ひとりで学べる中層木造建築

発 行 一般財団法人日本建築センター
著 者 大橋好光、朝川剛、山田憲明、瀧口真衣子、角野大介
定 価 本体 3,800 円＋税
体 裁 本体 Ａ４判 287 頁、別冊（演習シート）Ａ４判 52 頁
I S B N 978-4-88910-182-9
発行日 令和 2 年 2 月 12 日

目 次
はじめに

第 1章 中大規模木造設計の基本
1.1 中大規模木造の概要
1.2 中大規模木造の設計ルート
1.3 中大規模木造の構造計画
1.4 中大規模木造の防耐火計画

第 2章 モデル建物の構造設計概要
2.1 モデル建物の建築概要
2.2 平面図・立面図
2.3 伏図・軸組図
2.4 部材リスト
2.5 構造設計方針

第 3章 材料
3.1 材料の概要
3.2 使用材料
3.3 木材の材料定数・許容応力度
3.4 コンクリート、鉄筋の材料定数・許容応力度

第 4章 荷重・外力
4.1 荷重・外力の概要
4.2 床荷重（仕上荷重）
4.3 床荷重（積載荷重）
4.4 積雪荷重

4.5 風圧力
4.6 地震荷重
第 5章 仮定断面の算定
5.1 全体の構造計画
5.2 設計荷重の概算
5.3 大梁の仮定断面
5.4 柱の仮定断面
5.5 ブレース（筋かい）の仮定断面
5.6 面材耐力壁の仮定断面
5.7 水平構面の仮定断面
5.8 基礎フーチングの仮定断面
5.9 基礎梁の仮定断面
第 6章 応力解析
6.1 応力解析のモデル化の概要
6.2 実務上の架構のモデル化について
6.2 材端条件の設定
6.4 梁の曲げ剛性増大率
6.5 剛域・フェース位置
6.6 剛床について
6.7 柱梁接合部の剛性
6.8 柱脚の剛性について
6.9 ブレース接合部の剛性
6.10 応力解析結果

6.10 応力解析結果
第 7章 断面検討

7.1 断面検討の原則
7.2 柱の断面検討
7.3 大梁の断面検討
7.4 木質ラーメンの柱梁接合部の検定
7.5 ブレース・ブレース接合部の断面検討
7.6 水平構面の検討
7.7 その他の部材の断面検
第 8章 層間変形角・剛性率・偏心率

8.1 層間変形角・剛性率・偏心率について
8.2 層間変形角
8.3 剛性率
8.4 偏心率
第 9章 基礎の設計

9.1 基礎の設計の考え方
9.2 基礎フーチングの設計
9.3 基礎梁の設計

資料編

2020.01

日本の近代・現代を支えた建築
－建築技術100選－

日本近代建築法制の100年
市街地建築物法から建築基準法まで

4,950円（税込）

ISBN978-4-88910-177-5

発行：日本建築センター、
建築技術教育普及センター

2019年6月

4,950円（税込）

ISBN 978-4-88910-176-8

発行：
日本建築センター

2019年6月

■新築住宅■
日本住宅性能表示基準･評価方法
基準技術解説
8,800円（税込）

1 設計住宅性能評価マニュアル
4,400円（税込）

2 建設住宅性能評価マニュアル
　　　4,400円（税込）

新刊 ２０２０年３月刊行

●序文より抜粋
建築物の性能的火災安全設計を考える時の技術者にとっ

ての困難のひとつは，関連する工学技術に関する情報が
様々な分野の図書や文献に分散しているため，必要な情報
を集めて入手するための時間と労力が馬鹿にならないこと
である。本書は建築火災安全設計に関わりの深い工学的知
見と技術を出来るだけ集約してそのような時間・労力の軽
減に幾分かでも寄与することを目的にしたものである。こ
のため本書に含まれる数式も理解のための時間を節約でき
るように，出来るだけ結果だけでなく導出過程も記述する
ようにしている。
建築火災安全工学入門は平成５年の初版，平成 14年の改

訂版に続いて，今回は第３版となる。

全国の書店で取扱い・販売
日本建築センター ）でも販売
お問い合わせ： 一般財団法人日本建築センター 情報事業部

東京都千代田区神田錦町

第第３３版版
建建築築火火災災安安全全工工学学入入門門

発 行 一般財団法人日本建築センター
著 者 田中 哮義
定 価 本体 7,200円＋税
体 裁 本体 B５判 490頁
I S B N 978-4-88910-183-6
発行日 令和 2年 3月 30日

目 次
第１章 気体の流動

1.1 気体の性質
1.2 完全流体の運動
1.3 流線，流管
1.4 ベルヌイの定理
1.5 開口流量
1.6 管内流

第２章 熱移動
2.1 熱伝導
2.2 対流熱伝達
2.3 輻射熱伝達

第３章 火災における燃焼
3.1 燃焼の定義と成立条件
3.2 燃焼反応と発熱
3.3 燃焼の形
3.4 可燃性の液体及び固体の燃焼
3.5 実在的可燃物の燃焼
3.6 区画火災における化学種の発生

第４章 ゾーンモデルによる建築火災の
物理的性状の解析

4.1 ゾーン方程式
4.2 一層ゾーン火災モデル
4.3 二層ゾーン火災モデル

4.4 多層ゾーン火災モデル
4.5 建物内の煙流動計算

第 5章 火災プリュームと火炎
5.1 火災プリューム
5.2 火炎の性状
5.3 火源に近い領域を含む火災気流の温

度と流速
5.4 天井に衝突する火災プリューム
5.5 開口噴流プリュームの流量

第 6章 区画火災の性状
6.1 区画火災の成長
6.2 火盛り期の区画火災性状
6.3 区画火災温度の簡易予測計算法
6.4 フラッシュオーバーの発生条件
6.5 区画火災により発生する圧力

第７章 開口からの噴出熱気流
7.1 窓からの噴出熱気流の気流軸
7.2 噴出熱気流の温度分布
7.3 噴出熱気流の軸上の温度
7.4 噴出熱気流の性状に及ぼす庇の効果
7.5 噴出熱気流の温度分布と無次元温度
7.6 噴出火炎中における未燃ガスの燃焼

発熱

第８章 煙の制御
8.1 煙層の降下と制御
8.2 竪穴空間の煙流動性状
8.3 遮煙による煙制御
8.4 特別避難階段付室の自然排煙

第９章 材料の温度上昇，着火及び火炎伝播
9.1 火災加熱を受ける材料の温度上昇
9.2 着火の性質
9.3 火炎伝播

第 10章 避難計画
10.1 避難計画上の課題
10.2 避難者特性
10.3 避難時間と滞留人数

付録
付表１ 誤差関数表
付表２ 代表的気体の熱物性値
付表３ 主な建築材料の熱物性値
付表４ 熱移動と流体運動に関する無次元数

木造建築物の防・耐火設計マニュアル
－大規模木造を中心として－【第2版】

ひとりで学べる住宅基礎の構造設計演習帳

ISBN978-4-88910-175-1

C3052 ¥2500E

定価（本体 2,500円＋税）

8521347
一
般
財
団
法
人

日
本
建
築
セ
ン
タ
ー

建
築
産
業
に
と
っ
て
の

S
D
G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

210
477.5

セルラインG

見持

カバー

2018.01.23

（持続可能な開発目標）

建築産業にとっての

−導入のためのガイドライン−

編集  建築関連産業と SDGs 委員会

「はじめに」から一部抜粋
・工務店業界は現在様々の課題に直面している。例えば、人口減少と人手不足、建築ストックの高
齢化と新築需要の減少、（中略） 直面する課題の解決と新たな経営環境への対応という意味で、
工務店業界は体質改善の必要性に迫られている。工務店業界の活性化は地方創生のためにも必須
であり、この時点において という社会改革を目指す新たなツールの導入により業界の体質
改善を図ることは適切な取組であると考える。

・本書が住宅供給に参画する地域の工務店、施主、地方自治体、建築関連産業、金融機関等のステ
ークホルダーのコミュニケーションツールとして活用され、工務店を含む地域社会の活性化に貢
献することができれば望外の幸せであると考える。
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